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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

3
月
28
日（
土
）・3
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
18
日（
水
）・
30
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
28
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
３
月
31
日（
火
）で
す

月
3

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

人口
　男
　女
世帯

（　30）
（　18）
（　12）
（　10）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,195人
3,553人
3,642人
3,306世帯

転入  6人/  出生 2人
転出  20人/  死亡 18人

（2月1日現在）

（1月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（文　子）
（村山章）
（祐　志）
（正　明）
（原田昭人）
（初　代）
（丞　二）
（明　光）
（郁　雄）
（　満　）
（　誠　）
（きさゑ）

宮　室
中　央
東　町
大桑原
西野牧
東野牧
川　井
下青倉
南野牧
小　川
城　西
土谷沢

地区
ご出産おめでとうございます

岩 井　証  　 （涼・美都）   上　町

（保護者）出　生　児
あかし

並 木　凰 詩  （慎介・遊野）   大　東
おうた

赤岩　芳喜
飯野　与志子
茂木　尚夫
堀口　三郎
飯島　鶴𠮷
佐藤　今朝市
神戸　康男
林　　シケ
黛　　ウラ
星名　さだ
大澤　知子
土谷　馨　　　

―
笑
門
来
福
―

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No767

月月 有
料
広
告

有
料
広
告

どうなる？上信越線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P12
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P15

どうなる？上信越線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P12
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P15

下仁田プライド in

笑いでつくる健康な町

1月届出分〈敬称略・順不同〉

群馬を落語でPR
3月15日（日）上州事変落語会が文化
ホールに降臨（チケットは商工会にて）

１月１日現在の増減が間違って
おりました。
訂正してお詫びします。
誤：女　3,654人（－1）
正：女　3,654人（　1）

道の駅しもにた
リニューアルオープン

道の駅しもにた
リニューアルオープン

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

プリン
1個 100円
１人２個まで

絶品！なめらか
プリン！！

絶品！なめらか
プリン！！

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

右記チケット提示で
「プリン」1個100円!!
１人２個まで!!3/2日～15日まで
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群
馬
県
の
調
査
で
、
本
県
は
車

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た
め
、

鉄
道
の
利
用
者
が
と
て
も
少
な
い

こ
と
、
ま
た
、
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
、
通
学
な
ど
の
利
用
者
は
さ

ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
上
信
線
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
利

用
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
令
和
17

年
に
は
利
用
者
が
約
２
割
減
少
す

る
見
込
み
で
、
存
続
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
毎
日
の
通
学
・
通
勤
、
と
き
ど

き
の
通
院
や
買
い
物
、
そ
ん
な
日

常
生
活
や
、
観
光
誘
客
に
、
こ
れ

か
ら
も
上
信
線
が
当
た
り
前
に
あ

り
続
け
る
た
め
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
よ
う
。

●
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
上
信

線
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

　
沿
線
に
お
住
ま
い
の
55
パ
ー
セ

ン
ト
の
人
は
、
１
年
で
１
回
も
鉄

道
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
駅
が
近
く
に
あ
っ
て
も
使
わ
れ

て
い
な
い
？

　
上
信
線
の
１
日
あ
た
り
の
乗
車

人
員
は
平
成
30
年
度
で
約
６
１
０

０
人
、
10
年
前
に
比
べ
て
約
２

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
ま
た
、
上
州
富
岡
駅
以
西
で
は

約
13
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま

す
。
）

　
一
方
、
鉄
道
が
利
用
で
き
る
所

に
自
宅
や
会
社
が
あ
っ
て
も
、
車

で
通
勤
し
て
い
る
方
は
１
日
あ
た

り
約
６
７
０
０
人
で
、
上
信
線
で

通
勤
し
て
い
る
方
は
わ
ず
か
７
・

４
％
で
す
。

　
同
じ
条
件
で
も
、
通
学
で
は

54
・
１
％
の
方
が
上
信
線
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
上
信
線
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、

◯
行
き
た
い
学
校
、
会
社
に
通
え

な
い

◯
体
調
不
良
の
と
き
に
も
運
転
!?

◯
い
つ
か
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
と
き

◯
観
光
客
や
居
住
者
の
減
少
な
ど

地
域
の
魅
力
低
下
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
生
活
や
地
域
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

●
上
信
線
は
地
域
に
不
可
欠
な
も
の

　
上
信
線
は
、
お
子
さ
ん
の
通
学

の
た
め
、
車
を
運
転
で
き
な
い
方

の
た
め
、
お
住
ま
い
の
地
域
と
他

の
地
域
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
み
な

さ
ん
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
沿
線
の
観
光
の
玄

関
口
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や

ふ
る
さ
と
の
魅
力
向
上
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

●
週
１
回
・
月
１
回
か
ら
の
鉄
道
利
用

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

上
信
線
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に

は
、
観
光
客
の
一
時
的
な
利
用
に

頼
ら
ず
、
通
勤
な
ど
日
常
生
活
の

中
で
、
住
民
自
ら
が
し
っ
か
り
と

運
行
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、
週

１
回
、
月
１
回
か
ら
で
も
鉄
道
を

使
う
意
識
と
行
動
（
ア
ク
シ
ョ

ン
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
様
々
な
場
面
で
、
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
鉄
道
利
用
を
取

り
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま

す
。

　
ま
ず
は
、
週
１
回
、
月
１
回
か

ら
の
鉄
道
利
用
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
上
信
線
利
用
促
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
行
動
喚

起
編
）
を
と
り
ま
と
め
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
の
乗
換

え
に
便
利
な
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま
乗

換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
経
路
検
索
の
ほ
か
、
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
な

ど
、
楽
し
い
機
能
も
満
載
。
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

（
☎
64―

８
８
０
９
）

ど
う
な
る
？
上
信
線
。

　
ど
う
す
る
！
私
た
ち
。

ど
う
な
る
？
上
信
線
。

　
ど
う
す
る
！
私
た
ち
。

▼
上
信
線
が
な
く
な
る
と

地
域
は
ど
う
な
る
？

▼
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
、

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
求
め
ら

れ
る
ア
ク
シ
ョ
ン

▼
上
信
線
、
こ
の
ま
ま
で

大
丈
夫
!?

▼
鉄
道
・
バ
ス
の
経
路
検
索
は

こ
ち
ら
か
ら

どうなる？上信線。どうなる？上信線。

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、

（マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

「
1
6
，5
4
0
円
」で
す

令
和
２
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
2
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

通
常
の
納
付
書
に
て
当
月
末
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
納
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納
納
付
書
」

に
て
使
用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前

納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４
月

末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保
険
料

が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

行政情報行政情報
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群
馬
県
の
調
査
で
、
本
県
は
車

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た
め
、

鉄
道
の
利
用
者
が
と
て
も
少
な
い

こ
と
、
ま
た
、
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
、
通
学
な
ど
の
利
用
者
は
さ

ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
上
信
線
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
利

用
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
令
和
17

年
に
は
利
用
者
が
約
２
割
減
少
す

る
見
込
み
で
、
存
続
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
毎
日
の
通
学
・
通
勤
、
と
き
ど

き
の
通
院
や
買
い
物
、
そ
ん
な
日

常
生
活
や
、
観
光
誘
客
に
、
こ
れ

か
ら
も
上
信
線
が
当
た
り
前
に
あ

り
続
け
る
た
め
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
よ
う
。

●
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
上
信

線
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

　
沿
線
に
お
住
ま
い
の
55
パ
ー
セ

ン
ト
の
人
は
、
１
年
で
１
回
も
鉄

道
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
駅
が
近
く
に
あ
っ
て
も
使
わ
れ

て
い
な
い
？

　
上
信
線
の
１
日
あ
た
り
の
乗
車

人
員
は
平
成
30
年
度
で
約
６
１
０

０
人
、
10
年
前
に
比
べ
て
約
２

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
ま
た
、
上
州
富
岡
駅
以
西
で
は

約
13
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま

す
。
）

　
一
方
、
鉄
道
が
利
用
で
き
る
所

に
自
宅
や
会
社
が
あ
っ
て
も
、
車

で
通
勤
し
て
い
る
方
は
１
日
あ
た

り
約
６
７
０
０
人
で
、
上
信
線
で

通
勤
し
て
い
る
方
は
わ
ず
か
７
・

４
％
で
す
。

　
同
じ
条
件
で
も
、
通
学
で
は

54
・
１
％
の
方
が
上
信
線
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
上
信
線
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、

◯
行
き
た
い
学
校
、
会
社
に
通
え

な
い

◯
体
調
不
良
の
と
き
に
も
運
転
!?

◯
い
つ
か
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
と
き

◯
観
光
客
や
居
住
者
の
減
少
な
ど

地
域
の
魅
力
低
下
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
生
活
や
地
域
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

●
上
信
線
は
地
域
に
不
可
欠
な
も
の

　
上
信
線
は
、
お
子
さ
ん
の
通
学

の
た
め
、
車
を
運
転
で
き
な
い
方

の
た
め
、
お
住
ま
い
の
地
域
と
他

の
地
域
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
み
な

さ
ん
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
沿
線
の
観
光
の
玄

関
口
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や

ふ
る
さ
と
の
魅
力
向
上
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

●
週
１
回
・
月
１
回
か
ら
の
鉄
道
利
用

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

上
信
線
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に

は
、
観
光
客
の
一
時
的
な
利
用
に

頼
ら
ず
、
通
勤
な
ど
日
常
生
活
の

中
で
、
住
民
自
ら
が
し
っ
か
り
と

運
行
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、
週

１
回
、
月
１
回
か
ら
で
も
鉄
道
を

使
う
意
識
と
行
動
（
ア
ク
シ
ョ

ン
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
様
々
な
場
面
で
、
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
鉄
道
利
用
を
取

り
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま

す
。

　
ま
ず
は
、
週
１
回
、
月
１
回
か

ら
の
鉄
道
利
用
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
上
信
線
利
用
促
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
行
動
喚

起
編
）
を
と
り
ま
と
め
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
の
乗
換

え
に
便
利
な
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま
乗

換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
経
路
検
索
の
ほ
か
、
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
な

ど
、
楽
し
い
機
能
も
満
載
。
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

（
☎
64―

８
８
０
９
）

ど
う
な
る
？
上
信
線
。

　
ど
う
す
る
！
私
た
ち
。

ど
う
な
る
？
上
信
線
。

　
ど
う
す
る
！
私
た
ち
。

▼
上
信
線
が
な
く
な
る
と

地
域
は
ど
う
な
る
？

▼
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
、

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
求
め
ら

れ
る
ア
ク
シ
ョ
ン

▼
上
信
線
、
こ
の
ま
ま
で

大
丈
夫
!?

▼
鉄
道
・
バ
ス
の
経
路
検
索
は

こ
ち
ら
か
ら

どうなる？上信線。どうなる？上信線。

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、

（マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

「
1
6
，5
4
0
円
」で
す

令
和
２
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
2
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

通
常
の
納
付
書
に
て
当
月
末
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
納
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納
納
付
書
」

に
て
使
用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前

納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４
月

末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保
険
料

が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

行政情報行政情報
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「
令
和
元
年
度
実
績
報
告
兼
補
助

金
交
付
請
求
」
及
び
「
令
和
２
年

度
補
助
金
交
付
申
請
」
の
申
請
書

等
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
保
護
者
等
へ
郵
送
し
ま
す
の

で
、
同
封
す
る
記
入
例
を
参
考
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

※

町
の
補
助
を
受
け
る
に
は
「
補

助
金
交
付
申
請
」
「
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年
度
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
奨
学
金
制
度
を
利
用
中

の
学
生
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

大
学
等
へ
進
学
す
る
場
合
は
、
ま

ず
「
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き
」

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
護

者
等
が
必
要
書
類
を
役
場
へ
提
出

し
、
役
場
か
ら
受
付
後
の
書
類
が

自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ

の
書
類
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関

で
奨
学
ロ
ー
ン
の
契
約
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
進
学
の
ほ

か
留
年
、
浪
人
、
退
学
の
場
合
も

同
様
）
。
補
助
金
交
付
申
請
は
、

金
融
機
関
と
の
契
約
締
結
後
、
役

場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

書
類
の
提
出
方
法
は
、
郵
送
で

も
可
能
で
す
。

●
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し
（
合
格
通
知
等
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

▽
補
助
対
象
費
　
奨
学
ロ
ー
ン
の

返
済
に
要
し
た
利
息
及
び
元
金

（
補
助
金
額
の
上
限
あ
り
）

▽
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学

し
て
い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
を
卒
業

し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

し
、
か
つ
、
実
際
に
居
住
し
て
お

り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返

済
し
て
い
る
保
護
者
等

▽
補
助
金
交
付
申
請

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

④
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
、
卒
業
証
書
　
い
ず

れ
か
の
写
し

⑥
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し

（
卒
業
後
、
就
職
し
た
方
の
み
）

※

①
か
ら
⑥
の
書
類
を
最
初
の
奨
学

ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の
支
払

開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始
の
10
日

前
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

※

二
年
度
目
以
降
の
申
請
の
場

合
、
契
約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば

④
は
省
略
可
。

広
報しもにた

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
償
還
補
助
金
申
請
・
請
求
書
提
出
の
お
願
い

行政情報行政情報

実績報告兼補助金交付請求→
補助金受取りのながれ

金融機関から
奨学ローンの借入及び
返済を証する書類を

取得 保護者等

保護者等

保護者等の口座へ
補助金交付
（口座振込） 役場

保護者等へ
補助金確定通知書を

郵送 役場

役場へ
実績報告兼補助金交
付請求に必要な書類

を提出

役
場
へ
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

補
助
金
の
受
取
り

　
10
月
24
日
か
ら
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義
援
金
の
受
付
は
、
１
月

22
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
２
６
５
，
８
０
８
円
で
し
た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
群
馬
県
内
の
被
災
者
の
方
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　役
場
会
計
課
　
☎
82―

２
１
１
４

　
10
月
24
日
か
ら
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義
援
金
の
受
付
は
、
１
月

22
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
２
６
５
，
８
０
８
円
で
し
た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
群
馬
県
内
の
被
災
者
の
方
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　役
場
会
計
課
　
☎
82―

２
１
１
４

金融機関との奨学ローン契約締結→
補助金交付申請のながれ

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
補助金交付（変更交
付・不交付）決定通
知書を郵送 役場

保護者等

最初の奨学ローン
の借入開始、利息
の支払開始又は元
金の支払開始の10
日前までに役場へ

補助金交付申請に
必要な書類を提出

金
融
機
関
と
の

奨
学
ロ
ー
ン
契
約
締
結

役
場
へ
補
助
金
交
付
申
請

▽
実
績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類

⑤
入
学
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し
（
在
学
生
）

⑥
在
住
確
認
書
又
は
社
員
証
明
書
（
卒
業
生
）

※

①
か
ら
⑥
の
書
類
を
翌
年
４
月
末
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
の
提
出
期
限
は
、
令
和
２
年
４
月
30
日
で
す
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ
・
書
類
の
提
出
先

企
画
課
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

翌年３月翌年３月

翌年４月末日まで翌年４月末日まで

翌年５月翌年５月

翌年５月翌年５月

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
農
業

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
令
和
２
年
３
月
１

日
（
日
）
〜
25
日
（
水
）

●
委
員
定
数

●
任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
〜

令
和
５
年
７
月
19
日

●
委
員
報
酬
　
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
共
に
、
年

額
１
９
４
，
０
０
０
円

●
主
な
職
務

『
農
業
委
員
』

・
農
地
の
権
利
移
動
許
可
や
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

・
農
地
転
用
許
可
に
あ
た
っ
て
の

意
見
決
定

・
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
活
動
等

『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
』

・
農
業
委
員
と
連
携
し
担
当
地
域

の
農
地
利
用
最
適
化
を
推
進

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
向
け
た
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
等

※

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
連
携
し
て
農
地
利

用
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

「
推
薦
」
と
「
自
ら
の
応
募
」
の

２
通
り
の
方
法
が
あ
り
、
書
類
は

農
林
課
農
業
委
員
会
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
　
☎
64
―
８
８
０
６

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

地
区
名

下
仁
田
地
区

馬
山
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

中
立
委
員

団
体
推
薦

合
計

農
業
委
員
（
人
）

１１１１１１２８

推
進
委
員
（
人
）

１３２３１10

※

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・

土
地
改
良
区
等
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「
令
和
元
年
度
実
績
報
告
兼
補
助

金
交
付
請
求
」
及
び
「
令
和
２
年

度
補
助
金
交
付
申
請
」
の
申
請
書

等
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
保
護
者
等
へ
郵
送
し
ま
す
の

で
、
同
封
す
る
記
入
例
を
参
考
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

※

町
の
補
助
を
受
け
る
に
は
「
補

助
金
交
付
申
請
」
「
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年
度
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
奨
学
金
制
度
を
利
用
中

の
学
生
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

大
学
等
へ
進
学
す
る
場
合
は
、
ま

ず
「
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き
」

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
護

者
等
が
必
要
書
類
を
役
場
へ
提
出

し
、
役
場
か
ら
受
付
後
の
書
類
が

自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ

の
書
類
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関

で
奨
学
ロ
ー
ン
の
契
約
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
進
学
の
ほ

か
留
年
、
浪
人
、
退
学
の
場
合
も

同
様
）
。
補
助
金
交
付
申
請
は
、

金
融
機
関
と
の
契
約
締
結
後
、
役

場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

書
類
の
提
出
方
法
は
、
郵
送
で

も
可
能
で
す
。

●
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し
（
合
格
通
知
等
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

▽
補
助
対
象
費
　
奨
学
ロ
ー
ン
の

返
済
に
要
し
た
利
息
及
び
元
金

（
補
助
金
額
の
上
限
あ
り
）

▽
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学

し
て
い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
を
卒
業

し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

し
、
か
つ
、
実
際
に
居
住
し
て
お

り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返

済
し
て
い
る
保
護
者
等

▽
補
助
金
交
付
申
請

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

④
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
、
卒
業
証
書
　
い
ず

れ
か
の
写
し

⑥
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し

（
卒
業
後
、
就
職
し
た
方
の
み
）

※

①
か
ら
⑥
の
書
類
を
最
初
の
奨
学

ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の
支
払

開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始
の
10
日

前
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

※

二
年
度
目
以
降
の
申
請
の
場

合
、
契
約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば

④
は
省
略
可
。

広
報しもにた

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
償
還
補
助
金
申
請
・
請
求
書
提
出
の
お
願
い

行政情報行政情報

実績報告兼補助金交付請求→
補助金受取りのながれ

金融機関から
奨学ローンの借入及び
返済を証する書類を

取得 保護者等

保護者等

保護者等の口座へ
補助金交付
（口座振込） 役場

保護者等へ
補助金確定通知書を

郵送 役場

役場へ
実績報告兼補助金交
付請求に必要な書類

を提出

役
場
へ
実
績
報
告
兼

補
助
金
交
付
請
求

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

補
助
金
の
受
取
り

　
10
月
24
日
か
ら
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義
援
金
の
受
付
は
、
１
月

22
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
２
６
５
，
８
０
８
円
で
し
た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
群
馬
県
内
の
被
災
者
の
方
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　役
場
会
計
課
　
☎
82―

２
１
１
４

　
10
月
24
日
か
ら
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義
援
金
の
受
付
は
、
１
月

22
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
２
６
５
，
８
０
８
円
で
し
た
。
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種
団

体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
群
馬
県
内
の
被
災
者
の
方
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　役
場
会
計
課
　
☎
82―

２
１
１
４

金融機関との奨学ローン契約締結→
補助金交付申請のながれ

保護者等へ
奨学ローンの契約締
結書類の受け渡し 金融機関

保護者等へ
補助金交付（変更交
付・不交付）決定通
知書を郵送 役場

保護者等

最初の奨学ローン
の借入開始、利息
の支払開始又は元
金の支払開始の10
日前までに役場へ

補助金交付申請に
必要な書類を提出

金
融
機
関
と
の

奨
学
ロ
ー
ン
契
約
締
結

役
場
へ
補
助
金
交
付
申
請

▽
実
績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３
号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑

④
連
携
金
融
機
関
が
発
行
す
る
奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入
及
び
返
済
を
証
す
る
書
類

⑤
入
学
通
知
書
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し
（
在
学
生
）

⑥
在
住
確
認
書
又
は
社
員
証
明
書
（
卒
業
生
）

※

①
か
ら
⑥
の
書
類
を
翌
年
４
月
末
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
の
提
出
期
限
は
、
令
和
２
年
４
月
30
日
で
す
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ
・
書
類
の
提
出
先

企
画
課
地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

翌年３月翌年３月

翌年４月末日まで翌年４月末日まで

翌年５月翌年５月

翌年５月翌年５月

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
農
業

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
令
和
２
年
３
月
１

日
（
日
）
〜
25
日
（
水
）

●
委
員
定
数

●
任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
〜

令
和
５
年
７
月
19
日

●
委
員
報
酬
　
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
共
に
、
年

額
１
９
４
，
０
０
０
円

●
主
な
職
務

『
農
業
委
員
』

・
農
地
の
権
利
移
動
許
可
や
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

・
農
地
転
用
許
可
に
あ
た
っ
て
の

意
見
決
定

・
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
活
動
等

『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
』

・
農
業
委
員
と
連
携
し
担
当
地
域

の
農
地
利
用
最
適
化
を
推
進

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
向
け
た
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
等

※

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
連
携
し
て
農
地
利

用
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

「
推
薦
」
と
「
自
ら
の
応
募
」
の

２
通
り
の
方
法
が
あ
り
、
書
類
は

農
林
課
農
業
委
員
会
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
　
☎
64
―
８
８
０
６

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

地
区
名

下
仁
田
地
区

馬
山
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

中
立
委
員

団
体
推
薦

合
計

農
業
委
員
（
人
）

１１１１１１２８

推
進
委
員
（
人
）

１３２３１10

※

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・

土
地
改
良
区
等
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
遠
野
面
煙
幕
つ
れ
て
空
風

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
入
院
の
心
和
ま
す
春
の
雪

　
　
　
　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
晴
れ
の
日
の
風
花
舞
ひ
来
る
里
の
家

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
次
ぎ
次
ぎ
と
鳥
群
れ
て
空
の
青
さ
を
交
え
つ
つ
鳴
く
声
高
く
温
む
庭 

（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
初
雪
は
日
照
り
続
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
異
口
同
音
で
降
り
す
ぎ
な
い
で
と 

（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
年
明
け
て
早
ひ
と
月
が
過
ぐ
に
け
り
あ
き
家
は
多
し
人
影
も
な
し

　

 

（
西

　牧
）

　

  

上
原

　一
正

■
藪
の
中
日
向
ぼ
こ
す
る
蕗
の
と
う
今
宵
の
一
菜
香
る
蕗
味
噌 

　
　
　（
南
野
牧
）  

　清
水
み
ち
代

【
荒
船
俳
句
会
二
月
句
会
報
】

■
さ
め
や
ら
ぬ
夢
路
の
ご
と
し
初
音
き
く

　
　勇

　宝

■
初
音
聞
き
明
る
い
庭
と
な
り
に
け
り

　
　
　淑

　江

■
笹
鳴
き
や
ほ
ん
の
一
瞬
聞
き
洩
ら
す

　
　
　政

　子

■
得
体
知
れ
ぬ
菌
に
怯
ゆ
る
春
寒
し

　
　
　
　
　ま
ち
子

■
春
早
し
庭
木
に
風
の
音
生
ま
る

　
　
　
　
　
　敏

　彦

　

■
春
寒
む
や
も
の
の
音
な
き
村
の
中

　
　
　
　
　光

　子

１月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

柚木裕子

長岡弘樹

小路幸也

恩田陸

朝井リョウ

能町みね子

清水研

本間康司

佐伯泰英

著者名

小杉健治

上念司

ビートたけし

ジェン・カロニータ

洪在徹

ぐるーぷ・アンモナイツ

不二子F不二雄

佐藤克文

ヨシタケシンスケ

書名

検事の信義

風間教場

国道食堂

祝祭と予感

どうしても生きている

結婚の奴

もしも一年後、この世にいないとしたら。

覚えておきたい オリンピックの顔

惜櫟荘の四季

書名

八丁堀赤鬼忠孝譚　面影

誰もかけなかった日本の経済損失

芸人と影

アナと雪の女王　ひきさかれた姉妹

古代遺跡のサバイバル

ほねほねザウルス22

ドラえもん科学ワールド　未来のくらし

できなくたって、いいじゃないか！

わたしのわごむはわたさない

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 行政情報行政情報

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に

要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

1月5日
1月6日
1月7日
1月7日
1月8日
1月9日
1月10日
1月15日
1月15日
1月16日
1月17日
1月18日
1月18日
1月21日
1月23日
1月23日
1月24日
1月24日
1月25日
1月27日
1月28日
1月29日
1月30日
1月分

会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
弔慰

支出内容支出日 支出区分

1月分　計

支出金額
下仁田町消防団・下仁田消防署出初式慰労会
下仁田町区長会新年会
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合新年会
下仁田建築業組合新春初顔合わせ会
上毛新聞社新年交歓会
部落解放同盟群馬県連合会新春荊冠旗びらき
下仁田町商工会新年会
下仁田町老人クラブ連合会新年会

（一社）富岡青年会議所新年祝賀会
（公社）富岡甘楽歯科医師会新年会
下仁田木材組合新年会
富岡甘楽保育協議会新年会
富岡市甘楽郡医師会新年会
富岡甘楽保護区保護司会新年懇親会
下仁田町民生児童委員協議会新年会
富岡交通安全協会新年役員情報交換会
上毛倶楽部定時総会・祝賀会
甘楽郡富岡市小中学校長・教頭会合同新年会
下仁田町交通安全指導員新年会
下仁田町教育委員会合同新年会
富岡甘楽危険物安全協会創立60周年記念式典・祝賀会
鏑川土地改良区新年会
下仁田町森林組合新年会
葬儀生花2件

5,000 
5,000 
5,000 
5,000 

10,000 
6,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
4,000 
4,000 
5,000 

11,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
2,000 
5,000 

10,000 
132,000 

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
作
り

と
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
現
在
19
名
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所

下
仁
田
小
学
校
（
1
F
東
側
教
室
）

●
時
間

◯
平
日

月
曜
日
　
　
　
午
後
１
時
45
分
〜
午
後
３
時
15
分

火
〜
金
曜
日
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◯
夏
休
み
期
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

●
仕
事
内
容

宿
題
や
外
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
子
ど
も
達
の
見
守

り
。

●
そ
の
他

・
勤
務
日
数
は
都
合
に
合
わ
せ
、
調
整
可
能
で
す
。

・
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
事
前
に
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

見
学
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

（
☎
０
２
７
４
―
82
―
２
１
１
５
）
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
遠
野
面
煙
幕
つ
れ
て
空
風

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
入
院
の
心
和
ま
す
春
の
雪

　
　
　
　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
晴
れ
の
日
の
風
花
舞
ひ
来
る
里
の
家

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
次
ぎ
次
ぎ
と
鳥
群
れ
て
空
の
青
さ
を
交
え
つ
つ
鳴
く
声
高
く
温
む
庭 

（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
初
雪
は
日
照
り
続
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
異
口
同
音
で
降
り
す
ぎ
な
い
で
と 

（
馬

　山
）

　
  

山
中

　た
ね

■
年
明
け
て
早
ひ
と
月
が
過
ぐ
に
け
り
あ
き
家
は
多
し
人
影
も
な
し

　

 

（
西

　牧
）

　

  
上
原

　一
正

■
藪
の
中
日
向
ぼ
こ
す
る
蕗
の
と
う
今
宵
の
一
菜
香
る
蕗
味
噌 

　
　
　（
南
野
牧
）  

　清
水
み
ち
代

【
荒
船
俳
句
会
二
月
句
会
報
】

■
さ
め
や
ら
ぬ
夢
路
の
ご
と
し
初
音
き
く

　
　勇

　宝

■
初
音
聞
き
明
る
い
庭
と
な
り
に
け
り

　
　
　淑

　江

■
笹
鳴
き
や
ほ
ん
の
一
瞬
聞
き
洩
ら
す

　
　
　政

　子

■
得
体
知
れ
ぬ
菌
に
怯
ゆ
る
春
寒
し

　
　
　
　
　ま
ち
子

■
春
早
し
庭
木
に
風
の
音
生
ま
る

　
　
　
　
　
　敏

　彦

　

■
春
寒
む
や
も
の
の
音
な
き
村
の
中

　
　
　
　
　光

　子

１月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

柚木裕子

長岡弘樹

小路幸也

恩田陸

朝井リョウ

能町みね子

清水研

本間康司

佐伯泰英

著者名

小杉健治

上念司

ビートたけし

ジェン・カロニータ

洪在徹

ぐるーぷ・アンモナイツ

不二子F不二雄

佐藤克文

ヨシタケシンスケ

書名

検事の信義

風間教場

国道食堂

祝祭と予感

どうしても生きている

結婚の奴

もしも一年後、この世にいないとしたら。

覚えておきたい オリンピックの顔

惜櫟荘の四季

書名

八丁堀赤鬼忠孝譚　面影

誰もかけなかった日本の経済損失

芸人と影

アナと雪の女王　ひきさかれた姉妹

古代遺跡のサバイバル

ほねほねザウルス22

ドラえもん科学ワールド　未来のくらし

できなくたって、いいじゃないか！

わたしのわごむはわたさない

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 行政情報行政情報

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に

要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

1月5日
1月6日
1月7日
1月7日
1月8日
1月9日
1月10日
1月15日
1月15日
1月16日
1月17日
1月18日
1月18日
1月21日
1月23日
1月23日
1月24日
1月24日
1月25日
1月27日
1月28日
1月29日
1月30日
1月分

会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
会費
弔慰

支出内容支出日 支出区分

1月分　計

支出金額
下仁田町消防団・下仁田消防署出初式慰労会
下仁田町区長会新年会
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合新年会
下仁田建築業組合新春初顔合わせ会
上毛新聞社新年交歓会
部落解放同盟群馬県連合会新春荊冠旗びらき
下仁田町商工会新年会
下仁田町老人クラブ連合会新年会

（一社）富岡青年会議所新年祝賀会
（公社）富岡甘楽歯科医師会新年会
下仁田木材組合新年会
富岡甘楽保育協議会新年会
富岡市甘楽郡医師会新年会
富岡甘楽保護区保護司会新年懇親会
下仁田町民生児童委員協議会新年会
富岡交通安全協会新年役員情報交換会
上毛倶楽部定時総会・祝賀会
甘楽郡富岡市小中学校長・教頭会合同新年会
下仁田町交通安全指導員新年会
下仁田町教育委員会合同新年会
富岡甘楽危険物安全協会創立60周年記念式典・祝賀会
鏑川土地改良区新年会
下仁田町森林組合新年会
葬儀生花2件

5,000 
5,000 
5,000 
5,000 

10,000 
6,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
4,000 
4,000 
5,000 

11,000 
5,000 
5,000 
5,000 
5,000 
2,000 
5,000 

10,000 
132,000 

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
作
り

と
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
現
在
19
名
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所

下
仁
田
小
学
校
（
1
F
東
側
教
室
）

●
時
間

◯
平
日

月
曜
日
　
　
　
午
後
１
時
45
分
〜
午
後
３
時
15
分

火
〜
金
曜
日
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◯
夏
休
み
期
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

●
仕
事
内
容

宿
題
や
外
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
子
ど
も
達
の
見
守

り
。

●
そ
の
他

・
勤
務
日
数
は
都
合
に
合
わ
せ
、
調
整
可
能
で
す
。

・
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
事
前
に
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

見
学
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

（
☎
０
２
７
４
―
82
―
２
１
１
５
）
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☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
下
仁
田

に
あ
る
地
域
の
資
源
の
魅
力
を
深
め
る

た
め
の
研
究
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
「
農
業
」
「
鉱
山
」

「
地
域
資
源
の
保
全
」
の
３
件
の
研
究

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
報

告
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い

●
日
時
　
３
月
14
日
（
土
）

午
後
３
時
30
分
〜

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
大
会
議
室

　
下
仁
田
町
か
ら
２
０
１
１
年
50
年
ぶ

り
に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
調
査
を
続
け
て
い
く
と
、

恐
竜
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
恐
竜
発
掘
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
が
い
れ
ば
小
学
校
低
学
年
以
下
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
一
緒
に
下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時

下
仁
田
町
自
然
史
館
集
合

●
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
歩
き

や
す
い
服
装
・
飲
料
・
軍
手

（
ハ
ン
マ
ー
・
タ
ガ
ネ
は
自
然
史
館
で

用
意
し
ま
す
）

●
注
意
　
現
場
ま
で
は
山
歩
き
で
す
。

●
申
し
込
み
　
３
月
12
日
（
木
）
ま
で

下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で

　
下
仁
田
町
の
自
然
を
調
査
・
研
究

し
、
そ
れ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
学

ん
だ
り
、
町
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
も

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
下
仁
田
自
然

学
校
」
が
今
年
で
創
立
20
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
を
記
念
し
た
講
演
会
を
左
記

の
通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場

下
仁
田
町
公
民
館
大
会
議
室

●
講
演
　大
地
の
営
み
が
美
し
い

下
仁
田
の
風
景
を
つ
く
っ
た

●
講
師
　野
村
　
哲
　
先
生

（
下
仁
田
自
然
学
校
　
初
代
校
長
）

令
和
元
年
度
ジ
オ
パ
ー
ク

学
術
奨
励
金
成
果
報
告
会

令
和
元
年
度
ジ
オ
パ
ー
ク

学
術
奨
励
金
成
果
報
告
会

下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
み
つ
け
よ
う
！

恐
竜
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
み
つ
け
よ
う
！

恐
竜
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
１
月
11
日
（
土
）
群
馬
県
立
自
然
史

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ぐ
ん
ま
の
自

然
と
い
ま
の
報
告
会
」
に
ジ
オ
パ
ー
ク

下
仁
田
協
議
会
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
県
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

50
以
上
の
団
体
が
参
加
し
、
群
馬
県
内

の
自
然
の
現
状
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
学
術
奨
励
金
制

度
を
中
心
と
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
つ
い
て
、
参
加
し
た
各
団
体
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
に
は
、
神
津
牧
場
の

野
生
動
物
を
研
究
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
下
仁
田
町
自
然
史
館
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
ぐ
ん
ま
鉱
山
研
究
会
の
皆
さ

ん
も
発
表
し
、
下
仁
田
の
自
然
に
つ
い

て
普
及
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
を
再
開

し
ま
す
。
３
月
は
青
岩
公
園
で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
3
月
20
日
（
金
）

午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園
　
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ジ
オ
講
座
を

開
催
し
ま
す

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展

下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景
の
秘
密
―
巨

大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日

毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
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文
豪
「
大
菩
薩
峠
」
の
著
者
、

中
里
介
山
が
下
仁
田
で
講
演
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
２
年

10
月
末
日
の
こ
と
で
す
が
、
記
憶

に
残
る
人
は
皆
故
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
私
も
生
ま

れ
る
１
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の

折
り
介
山
が
黒
滝
山
に
も
登
っ
て

い
ま
す
。
未
だ
、
介
山
の
弟
さ
ん

の
中
里
幸
作
氏
が
ご
存
命
の
頃
で

そ
の
記
録
を
残
す
べ
く
、
当
時
の

様
子
を
ご
依
頼
し
た
時
の
書
面
が

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。
同
時
に
介
山
の
句
碑
建
立
の

了
解
も
い
た
し
ま
し
た
。
書
面
は

次
の
通
り
で
す
。

　
昭
和
２
年
10
月
末
日
、
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
里
見
治
雄
先
生

当
時
小
学
校
教
職
員
外
、
同
所
増

田
下
仁
田
警
察
署
長
、
青
年
団
長

金
井
昌
一
、
佐
藤
亀
太
郎
自
転
車

業
の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
て
下

仁
田
駅
に
下
車
し
ま
し
た
。
東
京

か
ら
は
中
里
介
山
、
森
泉
倫
和
、

中
里
幸
作
の
三
名
。
此
の
度
同
地

か
ら
の
招
請
を
う
け
た
の
は
東
京

側
森
泉
倫
和
氏
が
兼
ね
て
同
地
青
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か
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中
里
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山
、
森
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三
名
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度
同
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招
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う
け
た
の
は
東
京

側
森
泉
倫
和
氏
が
兼
ね
て
同
地
青

年
諸
士
に
剣
道
の
師
範
と
し
て
し

ば
し
ば
行
か
れ
た
関
係
上
。
介
山

と
森
泉
氏
と
は
長
年
の
交
流
が

あ
っ
た
の
で
、
里
見
治
雄
先
生
外

警
察
署
長
、
青
年
団
の
有
志
の
懇

望
で
介
山
の
講
演
が
成
立
し
た
の

で
す
。

　
一
先
づ
里
見
治
雄
先
生
の
お
宅

へ
招
待
さ
れ
一
応
の
順
序
を
立

て
、
目
的
の
講
演
の
時
間
に
は
大

分
時
間
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
を

利
用
し
て
付
近
名
所
黒
滝
山
へ
案

内
さ
れ
た
。
別
し
て
高
山
と
い
ふ

程
で
は
な
い
の
で
、
沿
道
を
楽
し

み
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て
い
る

内
に
頂
き
に
つ
い
た
。
山
上
に
は

思
い
も
寄
ら
ぬ
古
利
、
山
門
が

堂
々
と
し
て
い
る
の
に
は
ビ
ッ
ク

リ
し
て
一
汗
ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
本
堂

で
住
職
師
に
初
対
面
の
あ
い
さ
つ

な
ど
し
て
居
る
内
、
里
見
先
生
か

ら
の
御
連
絡
だ
と
思
い
ま
す
が
厚

い
お
も
て
な
し
に
あ
づ
か
っ
た
、

介
山
だ
け
は
し
ば
し
住
職
師
と
寺

の
由
来
な
ど
交
わ
し
語
っ
て
居
ら

れ
る
内
境
内
の
隅
々
か
ら
四
隣
の

風
光
を
眺
め
て
ビ
ッ
ク
リ
唖
然
と

年
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範
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成
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し
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で
す
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で
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別
し
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高
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と
い
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程
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で
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が
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会
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を
交
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る
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に
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に
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上
に
は

思
い
も
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ぬ
古
利
、
山
門
が

堂
々
と
し
て
い
る
の
に
は
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リ
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て
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汗
ぬ
ぐ
っ
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か
ら
本
堂

で
住
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師
に
初
対
面
の
あ
い
さ
つ

な
ど
し
て
居
る
内
、
里
見
先
生
か

ら
の
御
連
絡
だ
と
思
い
ま
す
が
厚

い
お
も
て
な
し
に
あ
づ
か
っ
た
、

介
山
だ
け
は
し
ば
し
住
職
師
と
寺

の
由
来
な
ど
交
わ
し
語
っ
て
居
ら

れ
る
内
境
内
の
隅
々
か
ら
四
隣
の

風
光
を
眺
め
て
ビ
ッ
ク
リ
唖
然
と

し
た
の
で
こ
の
様
な
秋
色
の
秀
で

た
光
景
を
為
す
は
、
上
毛
三
山
の

外
に
膾
炙
さ
れ
て
居
ら
な
か
っ
た

事
は
寧
ろ
不
思
議
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

　
介
山
生
来
山
登
り
山
歩
き
で
六

十
年
の
生
涯
三
分
の
二
と
過
ご
し

た
男
で
も
実
の
美
し
さ
に
う
た
れ

た
と
見
え
て
、
今
の
度
の
碑
石
の

文
字
と
し
て
里
見
先
生
迄
差
し
上

げ
た
次
第
で
す
。
実
は
当
時
の
里

見
先
生
は
惜
し
く
世
を
早
め
ら

れ
、
介
山
も
昭
和
十
九
年
四
月
廿

八
日
に
死
去
し
、
暫
く
音
信
が
絶

え
て
居
た
の
で
す
が
、
現
主
里
見

哲
夫
先
生
か
ら
父
君
の
御
遺
志
を

つ
が
れ
て
当
時
の
細
か
い
事
情
は

目
下
同
行
者
と
し
て
生
き
残
り
の

私
中
里
幸
作
以
外
は
無
い
と
言
う

処
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
な
り
か
わ
っ

て
、
当
時
の
事
に
つ
い
て
お
話
を

願
い
た
い
と
の
心
情
に
打
た
れ
た

私
か
記
憶
し
て
居
る
処
を
御
話
し

申
し
挙
げ
、
現
主
里
見
哲
夫
先

生
、
弟
倫
夫
先
生
御
兄
弟
が
詩
情

豊
か
だ
っ
た
父
君
の
御
意
志
を
つ

が
れ
、
碑
の
具
体
化
と
な
っ
た
こ

と
は
近
頃
の
美
事
と
引
い
て
郷
土

の
群
馬
県
と
し
て
も
充
分
再
認
識

し
て
、
黒
滝
山
の
絶
景
を
天
下
に

知
ら
し
む
る
義
務
は
あ
り
は
せ
ぬ

か
と
期
待
致
し
ま
す
。

不
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今
年
５
年
目
を
迎
え
る
伝
統
文

化
披
露
公
演
に
出
店
し
て
い
た
だ

け
る
町
内
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

第
５
回
伝
統
文
化
披
露
公
演

●
日
時
　
５
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
中
止

●
出
店
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
出
店
料
　
無
料

●
出
展
内
容

飲
食
（
加
工
品
販
売
を
含
む
）

●
募
集
締
切
　
３
月
14
日
（
土
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会

事
務
局
（
髙
橋
）
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店
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
出
店
料
　
無
料

●
出
展
内
容

飲
食
（
加
工
品
販
売
を
含
む
）

●
募
集
締
切
　
３
月
14
日
（
土
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会

事
務
局
（
髙
橋
）
　

☎
0
9
0
―
9
0
0
7
―
9
5
4
2

行
事
案
内

下
仁
田
自
然
学
校

創
立
20
周
年
講
演
会
開
催

下
仁
田
自
然
学
校

創
立
20
周
年
講
演
会
開
催

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

「
ぐ
ん
ま
の
自
然
と
い
ま
の
報

告
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

「
ぐ
ん
ま
の
自
然
と
い
ま
の
報

告
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
!!

３
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
!!

伝
統
文
化
披
露
公
演
の

飲
食
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
下
仁
田

に
あ
る
地
域
の
資
源
の
魅
力
を
深
め
る

た
め
の
研
究
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
「
農
業
」
「
鉱
山
」

「
地
域
資
源
の
保
全
」
の
３
件
の
研
究

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
報

告
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い

●
日
時
　
３
月
14
日
（
土
）

午
後
３
時
30
分
〜

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
大
会
議
室

　
下
仁
田
町
か
ら
２
０
１
１
年
50
年
ぶ

り
に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
調
査
を
続
け
て
い
く
と
、

恐
竜
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
恐
竜
発
掘
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
が
い
れ
ば
小
学
校
低
学
年
以
下
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
一
緒
に
下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時

下
仁
田
町
自
然
史
館
集
合

●
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
歩
き

や
す
い
服
装
・
飲
料
・
軍
手

（
ハ
ン
マ
ー
・
タ
ガ
ネ
は
自
然
史
館
で

用
意
し
ま
す
）

●
注
意
　
現
場
ま
で
は
山
歩
き
で
す
。

●
申
し
込
み
　
３
月
12
日
（
木
）
ま
で

下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で

　
下
仁
田
町
の
自
然
を
調
査
・
研
究

し
、
そ
れ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
学

ん
だ
り
、
町
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
も

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
下
仁
田
自
然

学
校
」
が
今
年
で
創
立
20
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
を
記
念
し
た
講
演
会
を
左
記

の
通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場

下
仁
田
町
公
民
館
大
会
議
室

●
講
演
　大
地
の
営
み
が
美
し
い

下
仁
田
の
風
景
を
つ
く
っ
た

●
講
師
　野
村
　
哲
　
先
生

（
下
仁
田
自
然
学
校
　
初
代
校
長
）

令
和
元
年
度
ジ
オ
パ
ー
ク

学
術
奨
励
金
成
果
報
告
会

令
和
元
年
度
ジ
オ
パ
ー
ク

学
術
奨
励
金
成
果
報
告
会

下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
み
つ
け
よ
う
！

恐
竜
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

下
仁
田
町
か
ら
恐
竜
を
み
つ
け
よ
う
！

恐
竜
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
１
月
11
日
（
土
）
群
馬
県
立
自
然
史

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ぐ
ん
ま
の
自

然
と
い
ま
の
報
告
会
」
に
ジ
オ
パ
ー
ク

下
仁
田
協
議
会
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
県
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

50
以
上
の
団
体
が
参
加
し
、
群
馬
県
内

の
自
然
の
現
状
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
学
術
奨
励
金
制

度
を
中
心
と
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
つ
い
て
、
参
加
し
た
各
団
体
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
に
は
、
神
津
牧
場
の

野
生
動
物
を
研
究
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
下
仁
田
町
自
然
史
館
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
ぐ
ん
ま
鉱
山
研
究
会
の
皆
さ

ん
も
発
表
し
、
下
仁
田
の
自
然
に
つ
い

て
普
及
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
を
再
開

し
ま
す
。
３
月
は
青
岩
公
園
で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
3
月
20
日
（
金
）

午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園
　
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ジ
オ
講
座
を

開
催
し
ま
す

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展

下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景
の
秘
密
―
巨

大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日

毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
文
豪
「
大
菩
薩
峠
」
の
著
者
、

中
里
介
山
が
下
仁
田
で
講
演
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
２
年

10
月
末
日
の
こ
と
で
す
が
、
記
憶

に
残
る
人
は
皆
故
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
私
も
生
ま

れ
る
１
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の

折
り
介
山
が
黒
滝
山
に
も
登
っ
て

い
ま
す
。
未
だ
、
介
山
の
弟
さ
ん

の
中
里
幸
作
氏
が
ご
存
命
の
頃
で

そ
の
記
録
を
残
す
べ
く
、
当
時
の

様
子
を
ご
依
頼
し
た
時
の
書
面
が

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。
同
時
に
介
山
の
句
碑
建
立
の

了
解
も
い
た
し
ま
し
た
。
書
面
は

次
の
通
り
で
す
。

　
昭
和
２
年
10
月
末
日
、
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
里
見
治
雄
先
生

当
時
小
学
校
教
職
員
外
、
同
所
増

田
下
仁
田
警
察
署
長
、
青
年
団
長

金
井
昌
一
、
佐
藤
亀
太
郎
自
転
車

業
の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
て
下

仁
田
駅
に
下
車
し
ま
し
た
。
東
京

か
ら
は
中
里
介
山
、
森
泉
倫
和
、

中
里
幸
作
の
三
名
。
此
の
度
同
地

か
ら
の
招
請
を
う
け
た
の
は
東
京

側
森
泉
倫
和
氏
が
兼
ね
て
同
地
青

　
文
豪
「
大
菩
薩
峠
」
の
著
者
、

中
里
介
山
が
下
仁
田
で
講
演
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
２
年

10
月
末
日
の
こ
と
で
す
が
、
記
憶

に
残
る
人
は
皆
故
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
私
も
生
ま

れ
る
１
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の

折
り
介
山
が
黒
滝
山
に
も
登
っ
て

い
ま
す
。
未
だ
、
介
山
の
弟
さ
ん

の
中
里
幸
作
氏
が
ご
存
命
の
頃
で

そ
の
記
録
を
残
す
べ
く
、
当
時
の

様
子
を
ご
依
頼
し
た
時
の
書
面
が

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。
同
時
に
介
山
の
句
碑
建
立
の

了
解
も
い
た
し
ま
し
た
。
書
面
は

次
の
通
り
で
す
。

　
昭
和
２
年
10
月
末
日
、
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
里
見
治
雄
先
生

当
時
小
学
校
教
職
員
外
、
同
所
増

田
下
仁
田
警
察
署
長
、
青
年
団
長

金
井
昌
一
、
佐
藤
亀
太
郎
自
転
車

業
の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
て
下

仁
田
駅
に
下
車
し
ま
し
た
。
東
京

か
ら
は
中
里
介
山
、
森
泉
倫
和
、

中
里
幸
作
の
三
名
。
此
の
度
同
地

か
ら
の
招
請
を
う
け
た
の
は
東
京

側
森
泉
倫
和
氏
が
兼
ね
て
同
地
青

年
諸
士
に
剣
道
の
師
範
と
し
て
し

ば
し
ば
行
か
れ
た
関
係
上
。
介
山

と
森
泉
氏
と
は
長
年
の
交
流
が

あ
っ
た
の
で
、
里
見
治
雄
先
生
外

警
察
署
長
、
青
年
団
の
有
志
の
懇

望
で
介
山
の
講
演
が
成
立
し
た
の

で
す
。

　
一
先
づ
里
見
治
雄
先
生
の
お
宅

へ
招
待
さ
れ
一
応
の
順
序
を
立

て
、
目
的
の
講
演
の
時
間
に
は
大

分
時
間
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
を

利
用
し
て
付
近
名
所
黒
滝
山
へ
案

内
さ
れ
た
。
別
し
て
高
山
と
い
ふ

程
で
は
な
い
の
で
、
沿
道
を
楽
し

み
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て
い
る

内
に
頂
き
に
つ
い
た
。
山
上
に
は

思
い
も
寄
ら
ぬ
古
利
、
山
門
が

堂
々
と
し
て
い
る
の
に
は
ビ
ッ
ク

リ
し
て
一
汗
ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
本
堂

で
住
職
師
に
初
対
面
の
あ
い
さ
つ

な
ど
し
て
居
る
内
、
里
見
先
生
か

ら
の
御
連
絡
だ
と
思
い
ま
す
が
厚

い
お
も
て
な
し
に
あ
づ
か
っ
た
、

介
山
だ
け
は
し
ば
し
住
職
師
と
寺

の
由
来
な
ど
交
わ
し
語
っ
て
居
ら

れ
る
内
境
内
の
隅
々
か
ら
四
隣
の

風
光
を
眺
め
て
ビ
ッ
ク
リ
唖
然
と

年
諸
士
に
剣
道
の
師
範
と
し
て
し

ば
し
ば
行
か
れ
た
関
係
上
。
介
山

と
森
泉
氏
と
は
長
年
の
交
流
が

あ
っ
た
の
で
、
里
見
治
雄
先
生
外

警
察
署
長
、
青
年
団
の
有
志
の
懇

望
で
介
山
の
講
演
が
成
立
し
た
の

で
す
。

　
一
先
づ
里
見
治
雄
先
生
の
お
宅

へ
招
待
さ
れ
一
応
の
順
序
を
立

て
、
目
的
の
講
演
の
時
間
に
は
大

分
時
間
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
を

利
用
し
て
付
近
名
所
黒
滝
山
へ
案

内
さ
れ
た
。
別
し
て
高
山
と
い
ふ

程
で
は
な
い
の
で
、
沿
道
を
楽
し

み
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て
い
る

内
に
頂
き
に
つ
い
た
。
山
上
に
は

思
い
も
寄
ら
ぬ
古
利
、
山
門
が

堂
々
と
し
て
い
る
の
に
は
ビ
ッ
ク

リ
し
て
一
汗
ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
本
堂

で
住
職
師
に
初
対
面
の
あ
い
さ
つ

な
ど
し
て
居
る
内
、
里
見
先
生
か

ら
の
御
連
絡
だ
と
思
い
ま
す
が
厚

い
お
も
て
な
し
に
あ
づ
か
っ
た
、

介
山
だ
け
は
し
ば
し
住
職
師
と
寺

の
由
来
な
ど
交
わ
し
語
っ
て
居
ら

れ
る
内
境
内
の
隅
々
か
ら
四
隣
の

風
光
を
眺
め
て
ビ
ッ
ク
リ
唖
然
と

し
た
の
で
こ
の
様
な
秋
色
の
秀
で

た
光
景
を
為
す
は
、
上
毛
三
山
の

外
に
膾
炙
さ
れ
て
居
ら
な
か
っ
た

事
は
寧
ろ
不
思
議
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

　
介
山
生
来
山
登
り
山
歩
き
で
六

十
年
の
生
涯
三
分
の
二
と
過
ご
し

た
男
で
も
実
の
美
し
さ
に
う
た
れ

た
と
見
え
て
、
今
の
度
の
碑
石
の

文
字
と
し
て
里
見
先
生
迄
差
し
上

げ
た
次
第
で
す
。
実
は
当
時
の
里

見
先
生
は
惜
し
く
世
を
早
め
ら

れ
、
介
山
も
昭
和
十
九
年
四
月
廿

八
日
に
死
去
し
、
暫
く
音
信
が
絶

え
て
居
た
の
で
す
が
、
現
主
里
見

哲
夫
先
生
か
ら
父
君
の
御
遺
志
を

つ
が
れ
て
当
時
の
細
か
い
事
情
は

目
下
同
行
者
と
し
て
生
き
残
り
の

私
中
里
幸
作
以
外
は
無
い
と
言
う

処
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
な
り
か
わ
っ

て
、
当
時
の
事
に
つ
い
て
お
話
を

願
い
た
い
と
の
心
情
に
打
た
れ
た

私
か
記
憶
し
て
居
る
処
を
御
話
し

申
し
挙
げ
、
現
主
里
見
哲
夫
先

生
、
弟
倫
夫
先
生
御
兄
弟
が
詩
情

豊
か
だ
っ
た
父
君
の
御
意
志
を
つ

が
れ
、
碑
の
具
体
化
と
な
っ
た
こ

と
は
近
頃
の
美
事
と
引
い
て
郷
土

の
群
馬
県
と
し
て
も
充
分
再
認
識

し
て
、
黒
滝
山
の
絶
景
を
天
下
に

知
ら
し
む
る
義
務
は
あ
り
は
せ
ぬ

か
と
期
待
致
し
ま
す
。

不
一

昭
和
43
年
３
月
26
日

中
里
幸
作

里
見
哲
夫
様

し
た
の
で
こ
の
様
な
秋
色
の
秀
で

た
光
景
を
為
す
は
、
上
毛
三
山
の

外
に
膾
炙
さ
れ
て
居
ら
な
か
っ
た

事
は
寧
ろ
不
思
議
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

　
介
山
生
来
山
登
り
山
歩
き
で
六

十
年
の
生
涯
三
分
の
二
と
過
ご
し

た
男
で
も
実
の
美
し
さ
に
う
た
れ

た
と
見
え
て
、
今
の
度
の
碑
石
の

文
字
と
し
て
里
見
先
生
迄
差
し
上

げ
た
次
第
で
す
。
実
は
当
時
の
里

見
先
生
は
惜
し
く
世
を
早
め
ら

れ
、
介
山
も
昭
和
十
九
年
四
月
廿

八
日
に
死
去
し
、
暫
く
音
信
が
絶

え
て
居
た
の
で
す
が
、
現
主
里
見

哲
夫
先
生
か
ら
父
君
の
御
遺
志
を

つ
が
れ
て
当
時
の
細
か
い
事
情
は

目
下
同
行
者
と
し
て
生
き
残
り
の

私
中
里
幸
作
以
外
は
無
い
と
言
う

処
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
な
り
か
わ
っ

て
、
当
時
の
事
に
つ
い
て
お
話
を

願
い
た
い
と
の
心
情
に
打
た
れ
た

私
か
記
憶
し
て
居
る
処
を
御
話
し

申
し
挙
げ
、
現
主
里
見
哲
夫
先

生
、
弟
倫
夫
先
生
御
兄
弟
が
詩
情

豊
か
だ
っ
た
父
君
の
御
意
志
を
つ

が
れ
、
碑
の
具
体
化
と
な
っ
た
こ

と
は
近
頃
の
美
事
と
引
い
て
郷
土

の
群
馬
県
と
し
て
も
充
分
再
認
識

し
て
、
黒
滝
山
の
絶
景
を
天
下
に

知
ら
し
む
る
義
務
は
あ
り
は
せ
ぬ

か
と
期
待
致
し
ま
す
。

不
一

昭
和
43
年
３
月
26
日

中
里
幸
作

里
見
哲
夫
様

里
見
哲
夫

中
里
介
山
、
下
仁
田
で
講
演
を
し
た

中
里
介
山
、
下
仁
田
で
講
演
を
し
た

　
今
年
５
年
目
を
迎
え
る
伝
統
文

化
披
露
公
演
に
出
店
し
て
い
た
だ

け
る
町
内
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

第
５
回
伝
統
文
化
披
露
公
演

●
日
時
　
５
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
中
止

●
出
店
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
出
店
料
　
無
料

●
出
展
内
容

飲
食
（
加
工
品
販
売
を
含
む
）

●
募
集
締
切
　
３
月
14
日
（
土
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会

事
務
局
（
髙
橋
）
　

☎
0
9
0
―
9
0
0
7
―
9
5
4
2

　
今
年
５
年
目
を
迎
え
る
伝
統
文

化
披
露
公
演
に
出
店
し
て
い
た
だ

け
る
町
内
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

第
５
回
伝
統
文
化
披
露
公
演

●
日
時
　
５
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
中
止

●
出
店
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
出
店
料
　
無
料

●
出
展
内
容

飲
食
（
加
工
品
販
売
を
含
む
）

●
募
集
締
切
　
３
月
14
日
（
土
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

伝
統
文
化
保
存
実
行
委
員
会

事
務
局
（
髙
橋
）
　

☎
0
9
0
―
9
0
0
7
―
9
5
4
2

行
事
案
内

下
仁
田
自
然
学
校

創
立
20
周
年
講
演
会
開
催

下
仁
田
自
然
学
校

創
立
20
周
年
講
演
会
開
催

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

「
ぐ
ん
ま
の
自
然
と
い
ま
の
報

告
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

「
ぐ
ん
ま
の
自
然
と
い
ま
の
報

告
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
!!

３
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
!!

伝
統
文
化
披
露
公
演
の

飲
食
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

『
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認
火

の
用
心
』
が
全
国
統
一
防
火
標
語
で

す
。

　
例
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
春
先

は
、
た
ば
こ
や
た
き
火
の
不
始
末
や

不
注
意
か
ら
火
災
に
至
る
こ
と
が

多
く
、
全
国
統
計
に
よ
る
と
1
年
の

う
ち
で
3
月
が
最
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
家
族
や
地
域
で
火
災
予
防

の
意
識
を
持
ち
、
高
め
合
い
ま
し
ょ

う
。

●
設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ

る
煙
又
は
熱
を
素
早
く
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。平
成
30
年
中
に
全
国
で
発
生
し

た
住
宅
火
災
で
の
死
者
数
は

9
4
6
人
に
上
り
、
約
半
数
が
逃
げ

遅
れ
で
亡
く
な
り
、
約
7
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。火

災
に
よ
る
総
死
者
数
は
毎
年
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
30
年
は

平
成
29
年
と
比
べ
、
住
宅
火
災
で
の

死
亡
者
数
は
5
7
人
も
増
加
し
、
改

め
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
必
要
性
を
感
じ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
連
動
型
の
も
の
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
出
火
場
所
以
外
に
居
て

も
火
災
を
早
期
に
覚
知
し
、
よ
り
早

い
段
階
で
の
消
火
、
避
難
が
可
能
と

な
り
ま
す
の
で
家
庭
に
あ
っ
た
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
約
10
年
経
過
す
る
と
電
池
切
れ

や
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
正
常
に
作

動
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

有
効
活
用
す
る
た
め
に
定
期
的
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

中
を
含
め
2
月
25
日
か
ら
3
月
3

日
ま
で
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は

消
防
署
に
問
合
せ
、
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
2
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
4
月
21
日
（
火
）
22
日

（
水
）
（
2
日
間
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識

及
び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　 

資
格
取
得
希
望
者
、

収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管

理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対

象
事
業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
8
，
0
0
0
円

●
受
付
期
間

　3
月
10
日
（
火
）

〜
17
日
（
火
）
8
日
間

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

（
申
込
期
間
初
日
午
前
0
時
〜
終
了

日
午
後
11
時
59
分
）

F
Ａ
Ｘ
申
込
期
間
（
申
込
期
間
中
の

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
）

●
受
講
定
数

1
0
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
）

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災

協
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
F

Ａ
Ｘ
申
し
込
み
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
前

記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協

会
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
へ

　「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ

た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

　
出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た

場
合
や
、
婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た

方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
出
生
届
」

「
死
亡
届
」
「
死
産
届
」
「
婚
姻

届
」
「
離
婚
届
」
を
市
区
町
村
の

窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
五
年
に
一
度
、
国
勢
調

査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
、
「
人

口
動
態
調
査
（
職
業
・
産
業
）
」

の
実
施
に
伴
い
、
職
業
の
記
入
も

（
死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
）

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
届
出
は
厚
生
労
働
省
が
実
施
し

て
い
る
「
人
口
動
態
調
査
」
と
し

て
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
の
状
況
が
調
査
さ
れ
、

調
査
結
果
は
、
公
衆
衛
生
、
労
働

衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の

た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情

報
は
統
計
法
に
よ
り
、
厳
し
く
守

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
対
象

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

●
調
査
方
法

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き

に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

●
記
入
例

・
医
師
・
教
員
な
ど
…

「
専
門
・
技
術
職
」

・
一
般
事
務
員
な
ど
…

「
事
務
職
」

・
販
売
店
員
・
営
業
職
従
業
者
な
ど
…

「
販
売
職
」

・
美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
…

「
サ
ー
ビ
ス
職
」

※
死
亡
届
に
は
こ
の
ほ
か
、
「
農

業
」
「
建
設
業
」
「
製
造
業
」

「
不
動
産
業
」
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の

窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

に
お
願
い
（
職
業
･
産
業
例
示

表
）
」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
す
な
ど

譲
渡
し
た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
、
自
動
車
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
お
早
め
に

運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
の
下
取
り
や
廃
車
な
ど
の

手
続
き
を
販
売
業
者
な
ど
に
依
頼

し
た
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
の
登

録
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
県

税
課
　
　
　

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
4
5

◯
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

群
馬
運
輸
支
局
　
登
録
関
係
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
　

☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
2
1

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
３
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
１
年
の

活
動
を
振
り
返
り
、
報
告
を
行
う

活
動
報
告
会
を
左
記
の
通
り
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
２
年
３
月
18
日
（
火
）

午
後
３
時
〜
４
時
（
予
定
）

（
開
場
２
時
30
分
）

●
会
場
　
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有

効
活
用
を
図
り
適
正
な
農
地
管
理

を
進
め
る
た
め
、
農
地
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
貸
し

た
い
、
売
り
た
い
な
ど
の
情
報
を

収
集
し
次
に
耕
作
を
希
望
す
る
方

へ
お
繋
ぎ
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用

可
能
で
使
わ
な
く
な
っ
た
農
機
具

等
に
つ
い
て
も
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
―
8
8
0
6

令
和
二
年
度
に
出
生・死
亡・

死
産・婚
姻・離
婚
の
届
出
を

さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

自
動
車
の
移
転
登
録・変
更

登
録・抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！

行
政
相
談

https://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

農
地
に
つ
い
て
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

『
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認
火

の
用
心
』
が
全
国
統
一
防
火
標
語
で

す
。

　
例
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
春
先

は
、
た
ば
こ
や
た
き
火
の
不
始
末
や

不
注
意
か
ら
火
災
に
至
る
こ
と
が

多
く
、
全
国
統
計
に
よ
る
と
1
年
の

う
ち
で
3
月
が
最
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
家
族
や
地
域
で
火
災
予
防

の
意
識
を
持
ち
、
高
め
合
い
ま
し
ょ

う
。

●
設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ

る
煙
又
は
熱
を
素
早
く
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。平
成
30
年
中
に
全
国
で
発
生
し

た
住
宅
火
災
で
の
死
者
数
は

9
4
6
人
に
上
り
、
約
半
数
が
逃
げ

遅
れ
で
亡
く
な
り
、
約
7
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。火

災
に
よ
る
総
死
者
数
は
毎
年
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
30
年
は

平
成
29
年
と
比
べ
、
住
宅
火
災
で
の

死
亡
者
数
は
5
7
人
も
増
加
し
、
改

め
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
必
要
性
を
感
じ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
連
動
型
の
も
の
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
出
火
場
所
以
外
に
居
て

も
火
災
を
早
期
に
覚
知
し
、
よ
り
早

い
段
階
で
の
消
火
、
避
難
が
可
能
と

な
り
ま
す
の
で
家
庭
に
あ
っ
た
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
約
10
年
経
過
す
る
と
電
池
切
れ

や
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
正
常
に
作

動
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

有
効
活
用
す
る
た
め
に
定
期
的
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

中
を
含
め
2
月
25
日
か
ら
3
月
3

日
ま
で
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は

消
防
署
に
問
合
せ
、
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
2
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
4
月
21
日
（
火
）
22
日

（
水
）
（
2
日
間
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識

及
び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　 

資
格
取
得
希
望
者
、

収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管

理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対

象
事
業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
8
，
0
0
0
円

●
受
付
期
間

　3
月
10
日
（
火
）

〜
17
日
（
火
）
8
日
間

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

（
申
込
期
間
初
日
午
前
0
時
〜
終
了

日
午
後
11
時
59
分
）

F
Ａ
Ｘ
申
込
期
間
（
申
込
期
間
中
の

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
）

●
受
講
定
数

1
0
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
）

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災

協
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
F

Ａ
Ｘ
申
し
込
み
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
前

記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協

会
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
へ

　「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ

た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

　
出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た

場
合
や
、
婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た

方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
出
生
届
」

「
死
亡
届
」
「
死
産
届
」
「
婚
姻

届
」
「
離
婚
届
」
を
市
区
町
村
の

窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
五
年
に
一
度
、
国
勢
調

査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
、
「
人

口
動
態
調
査
（
職
業
・
産
業
）
」

の
実
施
に
伴
い
、
職
業
の
記
入
も

（
死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
）

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
届
出
は
厚
生
労
働
省
が
実
施
し

て
い
る
「
人
口
動
態
調
査
」
と
し

て
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
の
状
況
が
調
査
さ
れ
、

調
査
結
果
は
、
公
衆
衛
生
、
労
働

衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の

た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情

報
は
統
計
法
に
よ
り
、
厳
し
く
守

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
対
象

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

●
調
査
方
法

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き

に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

●
記
入
例

・
医
師
・
教
員
な
ど
…

「
専
門
・
技
術
職
」

・
一
般
事
務
員
な
ど
…

「
事
務
職
」

・
販
売
店
員
・
営
業
職
従
業
者
な
ど
…

「
販
売
職
」

・
美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
…

「
サ
ー
ビ
ス
職
」

※
死
亡
届
に
は
こ
の
ほ
か
、
「
農

業
」
「
建
設
業
」
「
製
造
業
」

「
不
動
産
業
」
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の

窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

に
お
願
い
（
職
業
･
産
業
例
示

表
）
」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
す
な
ど

譲
渡
し
た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
、
自
動
車
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
お
早
め
に

運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
の
下
取
り
や
廃
車
な
ど
の

手
続
き
を
販
売
業
者
な
ど
に
依
頼

し
た
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
の
登

録
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
県

税
課
　
　
　

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
4
5

◯
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

群
馬
運
輸
支
局
　
登
録
関
係
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
　

☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
2
1

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
３
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
１
年
の

活
動
を
振
り
返
り
、
報
告
を
行
う

活
動
報
告
会
を
左
記
の
通
り
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
２
年
３
月
18
日
（
火
）

午
後
３
時
〜
４
時
（
予
定
）

（
開
場
２
時
30
分
）

●
会
場
　
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有

効
活
用
を
図
り
適
正
な
農
地
管
理

を
進
め
る
た
め
、
農
地
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
貸
し

た
い
、
売
り
た
い
な
ど
の
情
報
を

収
集
し
次
に
耕
作
を
希
望
す
る
方

へ
お
繋
ぎ
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用

可
能
で
使
わ
な
く
な
っ
た
農
機
具

等
に
つ
い
て
も
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
―
8
8
0
6

令
和
二
年
度
に
出
生・死
亡・

死
産・婚
姻・離
婚
の
届
出
を

さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

自
動
車
の
移
転
登
録・変
更

登
録・抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！

行
政
相
談

https://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

農
地
に
つ
い
て
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笑
っ
て
学
ぶ
だ
ま
し
の
手
口
！

●
日
時
　３
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
ホ
ー
ル
（
富
岡
市
七
日
市
４

０
０
―
１
）

●
内
容

・
古
今
亭
今
輔
師
匠
に
よ
る
創
作

落
語
と
古
典
落
語

・
消
費
者
啓
発
「
お
と
み
ち
ゃ
ん

劇
団
」
に
よ
る
寸
劇

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
63
―
６
０
６
６

●
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に
お

い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
働
く
国
税
専
門
官
（
国
家
公

務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格 

①
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
を
卒
業
し
た

者
及
び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●
申
込
み
方
法
等

◎
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力

○
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
４

月
８
日
（
水
）
〜
受
信
有
効
〜

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】
郵
送
又
は
持
参

○
提
出
先
　
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
又
は
沖

縄
国
税
事
務
所

○
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
〜
30
日
（
月
）

※
通
信
日
付
印
有
効

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
６
月
７
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
0
3
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
2

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は
除
く
。
）

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

３月の「子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対 象

内 容

馬山こども園

妊婦さん～未入園児

3/12（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

人形劇
「やまねこ座」

上演

3/19（木）

９：５０（開場）／１０：００（開演）～１１：００（終了）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

『
古
今
亭
今
輔
落
語
会
』

消
費
者
力
ア
ッ
プ
フ
ェス
タ

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験

令和２年
3月1日発行
432号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
５
月
〜
２
月
の
土
曜
日
に
８
回
、
子

ど
も
体
験
学
習
教
室
《
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ッ
ズ
・
19
》
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
せ
ん
げ

ん
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
お
も
し
ろ
科
学
教

室
（
２
回
）
、
プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
教

室
、
鍾
乳
洞
探
検
、
自
然
観
察
（
川
の

働
き
）
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
写
真

フ
ァ
イ
ル
カ
バ
ー
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
学
習

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
西
牧
地
区
の
方
々
の
趣
味
や
特
技
を

い
か
し
た
作
品
を
一
堂
に
集
う
、
西
牧

地
区
作
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
　
３
月
７
日
（
土
）
〜

８
日
（
日
）

●
時
間

７
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

８
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
ま
で

●
場
所
　
旧
西
牧
小
学
校
体
育
館

●
展
示
作
品
　
手
芸
・
絵
画
・
押
し

花
・
写
真
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局
　
役
場
農
林
課

佐
藤
（
正
）
☎
64
―
８
８
０
６

　
富
岡
甘
楽
圏
内
の
文
化
の
振
興
を
図

り
、
各
文
化
協
会
会
員
の
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
た
め
、
音
楽
芸
能
発
表
会

と
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
富
岡

市
・
甘
楽
町
・
下
仁
田
町
の
各
文
化
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
団
体
が
出
演
・
出

展
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◯
音
楽
芸
能
部
門

●
期
日

３
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

●
会
場
　
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
下
仁
田
町
か
ら
の
出
演
団
体

同
響
会
（
コ
ー
ラ
ス
）

裕
仁
会
（
日
本
舞
踊
）
の
２
団
体

◯
展
示
部
門

●
期
日

３
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
（
８
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

●
会
場
　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館

●
下
仁
田
町
か
ら
の
出
展
団
体

つ
く
し
書
道
会

上
信
書
道
会

下
仁
田
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

淡
彩
画
さ
く
ら
会

ち
り
め
ん
細
工
花
音
の
５
団
体

●
入
場
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

☎
82
―
３
５
３
５

　

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下

仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の

名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
。

　
今
回
は
、
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田

Ｉ
Ｃ
の
建
設
に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し

た
下
鎌
田
遺
跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装

身
具
で
、
大
変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦

状
耳
飾
な
ど
と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
講
座
演
題

日
本
の
耳
飾
の
ル
ー
ツ
と
下
仁
田
町

●
講
師

下
仁
田
町
自
然
史
館

中
村
由
克
　
館
長

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　不
要

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・19
》

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・19
》

西
牧
地
区
作
品
展
示
会

西
牧
地
区
作
品
展
示
会

富
岡
甘
楽

地
域
文
化
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

富
岡
甘
楽

地
域
文
化
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

せんげん山ハイキングせんげん山ハイキング

おもしろ科学教室おもしろ科学教室

自然観察（川の働き）自然観察（川の働き）

軽スポーツ教室
（ソフトバレーボール）
軽スポーツ教室
（ソフトバレーボール）

プリントアート教室
（カミコップター）
プリントアート教室
（カミコップター）

鍾乳洞探検鍾乳洞探検
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笑
っ
て
学
ぶ
だ
ま
し
の
手
口
！

●
日
時
　３
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
ホ
ー
ル
（
富
岡
市
七
日
市
４

０
０
―
１
）

●
内
容

・
古
今
亭
今
輔
師
匠
に
よ
る
創
作

落
語
と
古
典
落
語

・
消
費
者
啓
発
「
お
と
み
ち
ゃ
ん

劇
団
」
に
よ
る
寸
劇

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
63
―
６
０
６
６

●
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に
お

い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
働
く
国
税
専
門
官
（
国
家
公

務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格 

①
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
を
卒
業
し
た

者
及
び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●
申
込
み
方
法
等

◎
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力

○
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
４

月
８
日
（
水
）
〜
受
信
有
効
〜

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】
郵
送
又
は
持
参

○
提
出
先
　
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
又
は
沖

縄
国
税
事
務
所

○
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
〜
30
日
（
月
）

※
通
信
日
付
印
有
効

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
６
月
７
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
0
3
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
2

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は
除
く
。
）

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

３月の「子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対 象

内 容

馬山こども園

妊婦さん～未入園児

3/12（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

人形劇
「やまねこ座」

上演

3/19（木）

９：５０（開場）／１０：００（開演）～１１：００（終了）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

『
古
今
亭
今
輔
落
語
会
』

消
費
者
力
ア
ッ
プ
フ
ェス
タ

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験

令和２年
3月1日発行
432号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
５
月
〜
２
月
の
土
曜
日
に
８
回
、
子

ど
も
体
験
学
習
教
室
《
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ッ
ズ
・
19
》
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
せ
ん
げ

ん
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
お
も
し
ろ
科
学
教

室
（
２
回
）
、
プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
教

室
、
鍾
乳
洞
探
検
、
自
然
観
察
（
川
の

働
き
）
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
写
真

フ
ァ
イ
ル
カ
バ
ー
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
学
習

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
西
牧
地
区
の
方
々
の
趣
味
や
特
技
を

い
か
し
た
作
品
を
一
堂
に
集
う
、
西
牧

地
区
作
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
　
３
月
７
日
（
土
）
〜

８
日
（
日
）

●
時
間

７
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

８
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
ま
で

●
場
所
　
旧
西
牧
小
学
校
体
育
館

●
展
示
作
品
　
手
芸
・
絵
画
・
押
し

花
・
写
真
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局
　
役
場
農
林
課

佐
藤
（
正
）
☎
64
―
８
８
０
６

　
富
岡
甘
楽
圏
内
の
文
化
の
振
興
を
図

り
、
各
文
化
協
会
会
員
の
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
た
め
、
音
楽
芸
能
発
表
会

と
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
富
岡

市
・
甘
楽
町
・
下
仁
田
町
の
各
文
化
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
団
体
が
出
演
・
出

展
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◯
音
楽
芸
能
部
門

●
期
日

３
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

●
会
場
　
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
下
仁
田
町
か
ら
の
出
演
団
体

同
響
会
（
コ
ー
ラ
ス
）

裕
仁
会
（
日
本
舞
踊
）
の
２
団
体

◯
展
示
部
門

●
期
日

３
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
（
８
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

●
会
場
　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館

●
下
仁
田
町
か
ら
の
出
展
団
体

つ
く
し
書
道
会

上
信
書
道
会

下
仁
田
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

淡
彩
画
さ
く
ら
会

ち
り
め
ん
細
工
花
音
の
５
団
体

●
入
場
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

☎
82
―
３
５
３
５

　

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下

仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の

名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
。

　
今
回
は
、
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田

Ｉ
Ｃ
の
建
設
に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し

た
下
鎌
田
遺
跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装

身
具
で
、
大
変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦

状
耳
飾
な
ど
と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
講
座
演
題

日
本
の
耳
飾
の
ル
ー
ツ
と
下
仁
田
町

●
講
師

下
仁
田
町
自
然
史
館

中
村
由
克
　
館
長

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　不
要

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・19
》

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・19
》

西
牧
地
区
作
品
展
示
会

西
牧
地
区
作
品
展
示
会

富
岡
甘
楽

地
域
文
化
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

富
岡
甘
楽

地
域
文
化
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

せんげん山ハイキングせんげん山ハイキング

おもしろ科学教室おもしろ科学教室

自然観察（川の働き）自然観察（川の働き）

軽スポーツ教室
（ソフトバレーボール）
軽スポーツ教室
（ソフトバレーボール）

プリントアート教室
（カミコップター）
プリントアート教室
（カミコップター）

鍾乳洞探検鍾乳洞探検
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
１
月
26
日
（
日
）
、
下
仁
田
町

公
民
館
で
第
45
回
甘
楽
郡
子
ど
も

会
上
毛
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
下
仁
田
町
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
29
名
の
子
ど
も
た
ち

は
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
な
お
、
高
学
年
個
人
の

部
で
「
旭
町
子
ど
も
会
」
堀
口
煉

君
、
中
学
校
団
体
の
部
で
「
旭

町
・
仲
町
子
ど
も
会
」
が
優
勝

し
、
県
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

町一周駅伝競走大会　馬山支部　２連覇!!
　１月１９日、新春恒例となった町一周駅伝競走大会が開催されました。
選手には少し暖かすぎるコンディションの中、教育長の号砲により西牧分館前を９時５０分スタート。例年
にないハイペースとなりましたが、参加２９チームは沿道からの声援を力に、下仁田中学校のゴールを目
指し熱戦を繰り広げました。

１部優勝・・・・馬山支部（２連覇）
２部優勝・・・・しののめ信用金庫（１２連覇）
３部優勝・・・・碓氷陸上競技クラブＡ（５年ぶり５回目）

●１部とは…下仁田町５支部　●２部とは…クラブチーム及び職場チーム　●３部とは…オープン参加

成績一覧
区　　分
優　勝
準優勝
３　位

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

優　勝
準優勝
３　位

優　勝
準優勝
３　位

チーム名
馬山支部
小坂支部

下仁田支部
小坂支部

下仁田支部
西牧支部
馬山支部
馬山支部
西牧支部
馬山支部

しののめ信用金庫
チーム男坂

群馬県信用組合野球部
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫

碓氷陸上競技クラブＡ
中之条町陸上部
黒川陸上協議会

タイム
1時間57分25秒
2時間02分53秒
2時間05分13秒

13分11秒
20分31秒
16分29秒
13分37秒
17分10秒
13分37秒
16分23秒

1時間54分10秒
2時間11分31秒
2時間13分38秒

14分51秒
19分51秒
18分43秒
13分41秒
17分59秒
12分35秒
16分30秒

1時間33分43秒
1時間35分08秒
1時間41分48秒

選手名
―
―
―

岡田トラジ
黒 澤    玲
青木大也
石井陽翔
岡野光汰
黛    鮎 夢
恩田隆雅

―

―
田中雄太
高山直樹
栗 原    崇
内田篤史
須藤貴紀
都丸善生
吉田智行

―
―
―

新記録

タイ記録

新記録

区
間
優
勝

第
１
部

第
２
部

第
３
部

区
間
優
勝

▲１部優勝　馬山支部 ▲２部優勝　しののめ信用金庫

甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

下町子ども会
【髙橋 由莉菜、堀口 千陽、岩田 彩伽、林 虹晴】
堀口 煉（旭町子ども会）
仲・上・旭町子ども会

【平栁 望美、松原 佐和、神戸 葉月、佐藤 怜央】
下町子ども会

【新井 颯太、田村 きらら、鈴木 仁奈、髙橋 聡太】
早川　乙稀（青倉子ども会）
旭町・仲町子ども会

【平栁 優太、堀越 日乃、松原 勘助】

小学校
高学年の部

団体

第４５回甘楽郡子ども会上毛かるた大会　下仁田町入賞者　［敬称略］

準優勝

準優勝

第３位

第３位

優勝

優勝

団体

団体

個人

個人

小学校
低学年の部

中学校の部

広
報しもにた

●
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
会
場
　
馬
山
社
会
体
育
館
（
旧

馬
山
小
学
校
体
育
館
）

●
内
容
　
　

◯
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー

菜
の
花
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料

理
・
あ
っ
た
ま
汁
・
菜
の
花
ぎ
ょ

う
ざ
・
菜
の
花
焼
き
そ
ば
・
菜
の

花
天
ぷ
ら
　
他
　

◯
体
験
コ
ー
ナ
ー

野
菜
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
菜
の
花
の

つ
み
と
り
・
下
仁
田
小
鉢
絵
付
け
・

ト
マ
ト
＆
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
す
く

い
・
野
菜
の
計
量
・
体
組
成
測
定
・

血
管
年
齢
測
定
・
頭
の
元
気
度
測

定
・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
・
甘
酒
カ
フ
ェ

で
認
知
症
相
談
・
ガ
チ
ャ
ポ
ン
・
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◯
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
劇
場
（
大
型
紙
芝
居
）

合
唱
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

保
育
園
児
の
絵
画
作
品
展
示

ね
ぎ
坊
＆
に
ゃ
く
っ
ち
と
遊
ぼ
う

野
菜
の
か
ぶ
り
も
の
で
記
念
撮
影

お
た
の
し
み
抽
選
会
　
他

◯
販
売
コ
ー
ナ
ー

野
菜
・
果
物
・
飲
み
物
・
ふ
る
さ

と
の
お
や
つ
・
納
豆
・
ど
う
な

つ
・
餃
子
・
ピ
ザ
・
ク
レ
ー
プ
・

カ
レ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
・
福
祉
作
業

所
作
品
販
売
等

◯
歯
科
講
演
会

「
歯
周
病
予
防
：
生
活
習
慣
か
ら

考
え
る
」

新
潟
大
学
名
誉
教
授

吉
江
弘
正
先
生

●
問
い
合
わ
せ
　
　
保
健
課
　
保

健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

第
５
回
下
仁
田
町
食
育
つ
た
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
菜
の
花
編
）

食
育
イ
ベ
ン
ト
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す前回のようす前回のようす
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
１
月
26
日
（
日
）
、
下
仁
田
町

公
民
館
で
第
45
回
甘
楽
郡
子
ど
も

会
上
毛
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
下
仁
田
町
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
29
名
の
子
ど
も
た
ち

は
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
な
お
、
高
学
年
個
人
の

部
で
「
旭
町
子
ど
も
会
」
堀
口
煉

君
、
中
学
校
団
体
の
部
で
「
旭

町
・
仲
町
子
ど
も
会
」
が
優
勝

し
、
県
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

町一周駅伝競走大会　馬山支部　２連覇!!
　１月１９日、新春恒例となった町一周駅伝競走大会が開催されました。
選手には少し暖かすぎるコンディションの中、教育長の号砲により西牧分館前を９時５０分スタート。例年
にないハイペースとなりましたが、参加２９チームは沿道からの声援を力に、下仁田中学校のゴールを目
指し熱戦を繰り広げました。

１部優勝・・・・馬山支部（２連覇）
２部優勝・・・・しののめ信用金庫（１２連覇）
３部優勝・・・・碓氷陸上競技クラブＡ（５年ぶり５回目）

●１部とは…下仁田町５支部　●２部とは…クラブチーム及び職場チーム　●３部とは…オープン参加

成績一覧
区　　分
優　勝
準優勝
３　位

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

優　勝
準優勝
３　位

優　勝
準優勝
３　位

チーム名
馬山支部
小坂支部

下仁田支部
小坂支部

下仁田支部
西牧支部
馬山支部
馬山支部
西牧支部
馬山支部

しののめ信用金庫
チーム男坂

群馬県信用組合野球部
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫

碓氷陸上競技クラブＡ
中之条町陸上部
黒川陸上協議会

タイム
1時間57分25秒
2時間02分53秒
2時間05分13秒

13分11秒
20分31秒
16分29秒
13分37秒
17分10秒
13分37秒
16分23秒

1時間54分10秒
2時間11分31秒
2時間13分38秒

14分51秒
19分51秒
18分43秒
13分41秒
17分59秒
12分35秒
16分30秒

1時間33分43秒
1時間35分08秒
1時間41分48秒

選手名
―
―
―

岡田トラジ
黒 澤    玲
青木大也
石井陽翔
岡野光汰
黛    鮎 夢
恩田隆雅

―

―
田中雄太
高山直樹
栗 原    崇
内田篤史
須藤貴紀
都丸善生
吉田智行

―
―
―

新記録

タイ記録

新記録

区
間
優
勝

第
１
部

第
２
部

第
３
部

区
間
優
勝

▲１部優勝　馬山支部 ▲２部優勝　しののめ信用金庫

甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

下町子ども会
【髙橋 由莉菜、堀口 千陽、岩田 彩伽、林 虹晴】
堀口 煉（旭町子ども会）
仲・上・旭町子ども会

【平栁 望美、松原 佐和、神戸 葉月、佐藤 怜央】
下町子ども会

【新井 颯太、田村 きらら、鈴木 仁奈、髙橋 聡太】
早川　乙稀（青倉子ども会）
旭町・仲町子ども会

【平栁 優太、堀越 日乃、松原 勘助】

小学校
高学年の部

団体

第４５回甘楽郡子ども会上毛かるた大会　下仁田町入賞者　［敬称略］

準優勝

準優勝

第３位

第３位

優勝

優勝

団体

団体

個人

個人

小学校
低学年の部

中学校の部

広
報しもにた

●
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
会
場
　
馬
山
社
会
体
育
館
（
旧

馬
山
小
学
校
体
育
館
）

●
内
容
　
　

◯
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー

菜
の
花
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料

理
・
あ
っ
た
ま
汁
・
菜
の
花
ぎ
ょ

う
ざ
・
菜
の
花
焼
き
そ
ば
・
菜
の

花
天
ぷ
ら
　
他
　

◯
体
験
コ
ー
ナ
ー

野
菜
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
菜
の
花
の

つ
み
と
り
・
下
仁
田
小
鉢
絵
付
け
・

ト
マ
ト
＆
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
す
く

い
・
野
菜
の
計
量
・
体
組
成
測
定
・

血
管
年
齢
測
定
・
頭
の
元
気
度
測

定
・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
・
甘
酒
カ
フ
ェ

で
認
知
症
相
談
・
ガ
チ
ャ
ポ
ン
・
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◯
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
劇
場
（
大
型
紙
芝
居
）

合
唱
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

保
育
園
児
の
絵
画
作
品
展
示

ね
ぎ
坊
＆
に
ゃ
く
っ
ち
と
遊
ぼ
う

野
菜
の
か
ぶ
り
も
の
で
記
念
撮
影

お
た
の
し
み
抽
選
会
　
他

◯
販
売
コ
ー
ナ
ー

野
菜
・
果
物
・
飲
み
物
・
ふ
る
さ

と
の
お
や
つ
・
納
豆
・
ど
う
な

つ
・
餃
子
・
ピ
ザ
・
ク
レ
ー
プ
・

カ
レ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
・
福
祉
作
業

所
作
品
販
売
等

◯
歯
科
講
演
会

「
歯
周
病
予
防
：
生
活
習
慣
か
ら

考
え
る
」

新
潟
大
学
名
誉
教
授

吉
江
弘
正
先
生

●
問
い
合
わ
せ
　
　
保
健
課
　
保

健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

第
５
回
下
仁
田
町
食
育
つ
た
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
菜
の
花
編
）

食
育
イ
ベ
ン
ト
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す前回のようす前回のようす
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町の話題町の話題健康健康

●
い
こ
い
処
筋
ト
レ

　「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お
茶
を

飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、１
０
０

円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ

ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に

実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他

※
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、水
分
を
お

持
ち
の
上
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。外
出
が
危
険
な
ほ
ど
の
天
候
不

良
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご

連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場

合
は
、福
祉
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４（
内
線
３
２
８
）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
好
き
な
所
へ
出
か
け
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
〜

●
歯
周
病
予
防

生
活
習
慣
か
ら
考
え
る

　
歯
周
病
は
、気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、誰
も
が
な

る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　
ど
う
し
た
ら
歯
周
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
。

　
こ
の
講
演
会
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

●
日
時

３
月
15
日（
日
）

●
時
間

午
後
12
時
40
分
〜
１
時
40
分

●
場
所

馬
山
社
会
体
育
館（
旧
馬
山
小
学
校
体

育
館
）

●
講
師

新
潟
大
学
名
誉
教
授

吉
江
　
弘
正 

先
生

●
費
用

無
料（
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
82
―
5
4
9
0

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

〜
食
育
イ
ベ
ン
ト
同
日
開
催
〜

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
、
認
知
症
の
方
や
ご
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

対
応
方
法
等
、
１
時
間
30
分
程
度
の

講
座
を
受
け
て
頂
け
れ
ば
、
誰
で
も

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
現
在
、

下
仁
田
町
で
は
１
５
６
７
名
の
方

（
人
口
の
約
20
％
）
が
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
町
内
の
小
中
高
生

や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
受
講
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
頂
き
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

少
人
数
で
も
受
講
可
能
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

※

講
座
を
受
け
て
頂
い
た
方
に
「
認

知
症
の
方
を
応
援
し
ま
す
」
と
い
う

「
目
印
」
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
身
に
つ
け
て
、
認
知
症
の
方
を
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
腎
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

に
対
し
、
通
院
交
通
費
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
C
A
P
D
）
、
中
心
静

脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の
い
ず

れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の

方・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院
距

離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額

　
通
院
距
離
に
よ
り
、
月
額
2
，

6
0
0
円
〜
5
，
2
0
0
円
を
上
限

に
支
給

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
仲
町

区
で
は
「
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭

り
」
や
「
下
仁
田
諏
訪
神
社
秋
季
例

大
祭
」
で
使
用
す
る
神
輿
や
、
大
太

鼓
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
２
月
７
日
に
関
口
房
吉
さ
ん

が
、
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
町
・
町
議
会
・
町
社
会

福
祉
協
議
会
よ
り
慶
祝
状
ほ
か
お

祝
い
の
品
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４
（
直
通
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
な

ど
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。

　
川
井
区
で
は
、
天
保
年
間
に
始
ま

り
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
る
「
下
仁

田
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
」
で
使

用
す
る
、
山
車
の
車
輪
と
幕
類
を
新

調
し
ま
し
た
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

祝
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
職
員
の
身
分
は
地
方
公
務
員

で
す
。

◎
社
会
福
祉
士
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
（
正
規
職
員
）

●
募
集
人
員
　
１
名

●
試
験
内
容
　
面
接

●
試
験
日

令
和
２
年
４
月
（
予
定
）

●
申
込
期
限
　
３
月
１
日
〜
31
日

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
職
場
見
学
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ・申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
　

☎
（
０
２
７
４
）
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

　
　
　
　
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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町の話題町の話題健康健康

●
い
こ
い
処
筋
ト
レ

　「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お
茶
を

飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、１
０
０

円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ

ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に

実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他

※
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、水
分
を
お

持
ち
の
上
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。外
出
が
危
険
な
ほ
ど
の
天
候
不

良
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご

連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場

合
は
、福
祉
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４（
内
線
３
２
８
）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
好
き
な
所
へ
出
か
け
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
〜

●
歯
周
病
予
防

生
活
習
慣
か
ら
考
え
る

　
歯
周
病
は
、気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、誰
も
が
な

る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　
ど
う
し
た
ら
歯
周
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
。

　
こ
の
講
演
会
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

●
日
時

３
月
15
日（
日
）

●
時
間

午
後
12
時
40
分
〜
１
時
40
分

●
場
所

馬
山
社
会
体
育
館（
旧
馬
山
小
学
校
体

育
館
）

●
講
師

新
潟
大
学
名
誉
教
授

吉
江
　
弘
正 

先
生

●
費
用

無
料（
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
82
―
5
4
9
0

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

〜
食
育
イ
ベ
ン
ト
同
日
開
催
〜

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
、
認
知
症
の
方
や
ご
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

対
応
方
法
等
、
１
時
間
30
分
程
度
の

講
座
を
受
け
て
頂
け
れ
ば
、
誰
で
も

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
現
在
、

下
仁
田
町
で
は
１
５
６
７
名
の
方

（
人
口
の
約
20
％
）
が
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
町
内
の
小
中
高
生

や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
受
講
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
頂
き
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

少
人
数
で
も
受
講
可
能
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

※

講
座
を
受
け
て
頂
い
た
方
に
「
認

知
症
の
方
を
応
援
し
ま
す
」
と
い
う

「
目
印
」
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
身
に
つ
け
て
、
認
知
症
の
方
を
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
腎
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

に
対
し
、
通
院
交
通
費
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
C
A
P
D
）
、
中
心
静

脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の
い
ず

れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の

方・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院
距

離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額

　
通
院
距
離
に
よ
り
、
月
額
2
，

6
0
0
円
〜
5
，
2
0
0
円
を
上
限

に
支
給

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
仲
町

区
で
は
「
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭

り
」
や
「
下
仁
田
諏
訪
神
社
秋
季
例

大
祭
」
で
使
用
す
る
神
輿
や
、
大
太

鼓
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
２
月
７
日
に
関
口
房
吉
さ
ん

が
、
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
町
・
町
議
会
・
町
社
会

福
祉
協
議
会
よ
り
慶
祝
状
ほ
か
お

祝
い
の
品
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４
（
直
通
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
な

ど
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。

　
川
井
区
で
は
、
天
保
年
間
に
始
ま

り
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
る
「
下
仁

田
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
」
で
使

用
す
る
、
山
車
の
車
輪
と
幕
類
を
新

調
し
ま
し
た
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

祝
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
職
員
の
身
分
は
地
方
公
務
員

で
す
。

◎
社
会
福
祉
士
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
（
正
規
職
員
）

●
募
集
人
員
　
１
名

●
試
験
内
容
　
面
接

●
試
験
日

令
和
２
年
４
月
（
予
定
）

●
申
込
期
限
　
３
月
１
日
〜
31
日

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
職
場
見
学
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ・申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
　

☎
（
０
２
７
４
）
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

　
　
　
　
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／睡眠と肌の健康　　　  火／入れ歯をご利用のあなたへ
水／妊婦と旅行　　　　　　木／かみしめ・食いしばり（TCH）
金／子どもの予防接種　　  土日／「鉄分」について考える
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１２日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和元年度（2020）3月～4月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月24日（金）

3月3日（火）
4月7日（火）

3月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和元年12月～令和2年1月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

令和元年6月～7月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月10日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆３月１日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
3月2・9・
  16・23日（月）

3月23日（月）

3月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づくりができます。いずれは参
加の皆さん同士や、ご家庭でも続けられる事を目指しましょう。※お申し込みは不要です。お気軽にお出かけください。

【参加している方の声】
・参加すると、楽しくて、元気になります。
・友達から誘ってもらい参加したら、ひざ痛が遠のき、畑仕事や庭仕事が楽になりました。
・この教室で習った事、忘れる事も多いけれど、思い出しながら家でも取り入れています。
・体操を始めて2～３回は、筋肉痛がありましたが、その後は体操すると体が楽になります。動かしていなかった

所を動かすようになったのかな？
・教室に参加してこの体が保てている。「来らんないともったいない」と思います。
・中ノ岳さんへ初詣に行けています。

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

3月18日(水)
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

3月3日(火)

3月9日(月)

3月19日(木)

3月13日(金)
午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

3月19日(木)

3月4日(水)

3月17日(火)

3月2日(月)

3月16日(月)

3月26日(木)

3月26日(木)

3月25日(水)

3月5日(木)

会　場

保健センター

吉崎公会堂

会　場

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

会　場

旧小坂小校舎（２階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

交流防災ステーション
（道の駅しもにた地内）

宮室地区集会所

健康健康



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／睡眠と肌の健康　　　  火／入れ歯をご利用のあなたへ
水／妊婦と旅行　　　　　　木／かみしめ・食いしばり（TCH）
金／子どもの予防接種　　  土日／「鉄分」について考える
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１２日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和元年度（2020）3月～4月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月24日（金）

3月3日（火）
4月7日（火）

3月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和元年12月～令和2年1月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

令和元年6月～7月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月10日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆３月１日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
3月2・9・
  16・23日（月）

3月23日（月）

3月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づくりができます。いずれは参
加の皆さん同士や、ご家庭でも続けられる事を目指しましょう。※お申し込みは不要です。お気軽にお出かけください。

【参加している方の声】
・参加すると、楽しくて、元気になります。
・友達から誘ってもらい参加したら、ひざ痛が遠のき、畑仕事や庭仕事が楽になりました。
・この教室で習った事、忘れる事も多いけれど、思い出しながら家でも取り入れています。
・体操を始めて2～３回は、筋肉痛がありましたが、その後は体操すると体が楽になります。動かしていなかった

所を動かすようになったのかな？
・教室に参加してこの体が保てている。「来らんないともったいない」と思います。
・中ノ岳さんへ初詣に行けています。

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

3月18日(水)
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

3月3日(火)

3月9日(月)

3月19日(木)

3月13日(金)
午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

3月19日(木)

3月4日(水)

3月17日(火)

3月2日(月)

3月16日(月)

3月26日(木)

3月26日(木)

3月25日(水)

3月5日(木)

会　場

保健センター

吉崎公会堂

会　場

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

会　場

旧小坂小校舎（２階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

交流防災ステーション
（道の駅しもにた地内）

宮室地区集会所

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

3
月
28
日（
土
）・3
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
18
日（
水
）・
30
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
28
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
３
月
31
日（
火
）で
す

月
3

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

人口
　男
　女
世帯

（　30）
（　18）
（　12）
（　10）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,195人
3,553人
3,642人
3,306世帯

転入  6人/  出生 2人
転出  20人/  死亡 18人

（2月1日現在）

（1月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（文　子）
（村山章）
（祐　志）
（正　明）
（原田昭人）
（初　代）
（丞　二）
（明　光）
（郁　雄）
（　満　）
（　誠　）
（きさゑ）

宮　室
中　央
東　町
大桑原
西野牧
東野牧
川　井
下青倉
南野牧
小　川
城　西
土谷沢

地区
ご出産おめでとうございます

岩 井　証  　 （涼・美都）   上　町

（保護者）出　生　児
あかし

並 木　凰 詩  （慎介・遊野）   大　東
おうた

赤岩　芳喜
飯野　与志子
茂木　尚夫
堀口　三郎
飯島　鶴𠮷
佐藤　今朝市
神戸　康男
林　　シケ
黛　　ウラ
星名　さだ
大澤　知子
土谷　馨　　　

―
笑
門
来
福
―

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No767

月月 有
料
広
告

有
料
広
告

どうなる？上信越線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P12
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P15

どうなる？上信越線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P12
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P15

下仁田プライド in

笑いでつくる健康な町

1月届出分〈敬称略・順不同〉

群馬を落語でPR
3月15日（日）上州事変落語会が文化
ホールに降臨（チケットは商工会にて）

１月１日現在の増減が間違って
おりました。
訂正してお詫びします。
誤：女　3,654人（－1）
正：女　3,654人（　1）

道の駅しもにた
リニューアルオープン

道の駅しもにた
リニューアルオープン

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

プリン
1個 100円
１人２個まで

絶品！なめらか
プリン！！

絶品！なめらか
プリン！！

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

右記チケット提示で
「プリン」1個100円!!
１人２個まで!!3/2日～15日まで


